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2020年 船長として乗船勤務
2021年 人事部 配乗人事チームリーダー
2024年 人事部 副部長



3© 2025 Mitsui O.S.K. Lines, Ltd.

©2025 Mitsui O.S.K. Lines, Ltd. 3

海運業界について

海運業界について
What is Shipping industry ?

船を通して物を運ぶ仕事

世界の人々の生活の根幹を支える業界

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

人々の生活を支える様々なものを運ぶ

規模が大きい

船貿易 世界への挑戦

責任ある仕事

物流の
土台 グローバル

かっこいい

長い歴史輸出入
社会を支える存在

ロマン

地球の血液

インフラ
の

インフラ
の
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商船三井の事業

会社概要

商号
株式会社商船三井
Mitsui O.S.K. Lines, Ltd.

本社 東京都港区虎ノ門2丁目1番1号

創業年 1884年

資本金 665億円

連結売上高 17,760億円（2025年3月期）

経常損益 4,200億円（2025年3月期）

従業員 1,329名（陸上976名 海上353名）

グループ会社従業員数 10,500名（当社及び連結決算対象会社）

グループ運航船舶規模
935隻（世界第2位）
※LNG船保有隻数世界第1位
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航空と海運
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航空輸送と海運1
商船三井

船隊規模 ： 935隻（2025年3月時点 連結子会社・持分法適用会社含む）

寄港する国の数 ： 100か国以上 （海に面する国145国）

主要海運事業 輸送貨物

ドライバルク船事業 鉄鉱石 / 石炭 / 穀物 / その他

油送船事業 原油 / 液体化学品 / 液化石油ガス

LNG船事業 液化天然ガス

自動車船事業 自動車 / 建設機械 / トラック

コンテナ船事業 コンテナ（家具、衣料、食料、家電など）

非海運海上事業 概要

フェリー・ RORO船 自動車 / トラック・貨物 / 旅客

クルーズ船事業 クルーズ船（にっぽん丸/MITSUI OCEAN FUJI）

タグボート事業 曳船（出入港支援、警戒、曳航など）

＜船隊概要＞

その他事業

不動産

ターミナル事業

風力エネルギー関連事業

ロジスティクス事業

人材関連事業 など



8© 2025 Mitsui O.S.K. Lines, Ltd.

航空輸送と海運1

ハード
（機体 / 船体）

航空 海運（商船三井）

保有機
リース機

935隻のうち社船仕組船 約250隻
その他 傭船、共同保有船など

ソフト
（乗組員）

社員
またはグループ会社社員

社船仕組船（当社保有船）
・当社社員
・当社グループマンニング会社所属船員
フィリピン・インド・欧州・インドネシア・パナマ

傭船（単純傭船）
・船主手配

（ご参考）船の乗組員
海運に従事する一般貨物船乗組員は20-30名 （船長を含む）
日本船主協会より
https://www.jsanet.or.jp/qanda/text/q3_33.html

https://www.jsanet.or.jp/qanda/text/q3_33.html
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航空輸送と海運1

参考： 乗組員構成
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航空輸送と海運1

運航指示

航空 海運（商船三井）

運航スケジュール
運航形態次第ではあるが

Sailing Instruction による航海指示
（次ページ参照）

運航（航海）計画
運航管理者
機長による承認

船長の指示に基づき、
航海士：航海計画を作成

機関長：燃料油使用計画を作成

積み付け (貨物）運航管理者
積/揚指示を元に一等航海士が積み付け

揚げ荷計画を作成

整備 陸上整備
外板、主機関などの入渠（ドック）工事を除き
PMS( Planned maintenance system)に基づく

乗組員によるランニング整備が中心
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航空輸送と海運1
Sailing Instruction の一例（バルクキャリア）
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航空輸送と海運1

管理

航空 海運（商船三井）

SMSに従った安全管理規程
運航者によるSMS維持

ISMコードに従い
船舶管理会社によるSMSに従った船舶管理

SMS

ICAOが定める
シカゴ条約の付属書
Annex19 Safety

Management 

対象
航空会社
航空整備事業者 など

IMO（International Maritime Organization ）
SOLAS条約付属書 ISMコード
（International Safety Management Code）
目的 ：安全運航を確保し、人命・財産・海洋環境
の損害防止

対象
ISMコードはSOLAS条約に基づく国際的な安全管理
の枠組みであり、船舶管理会社と船舶に対して、安全
文化の定着とリスク管理の仕組みを義務付けています。
船舶管理会社はISMコードに従いSMSを構築、船舶
管理を行う。
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航空輸送と海運1

船主 船舶管理会社 船員

運航者 荷主
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海運におけるSMS
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船舶管理会社

海運におけるSMS２

船舶管理会社の主な業務 ISMコードに従った船舶管理

1．技術管理
船体・機関の保守管理
修繕等の手配、調達

2．安全管理
安全管理マニュアルや手順書の維持管理
リスクアセスメント、安全作業承認
国際条約、各国ルール対応
内部監査の実施、外部監査対応

3．乗組員管理
乗組員の配乗管理
労務管理監督
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商船三井における
安全管理運航維持のための取り組み
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船舶管理会社（船主）としての安全運航維持

安全運航維持のための取り組み３

1．技術管理

船舶管理会社担当監督による訪船、
現場状況確認

入渠工事
外板、主機等整備 各種検査の実施

・日々の本船乗組員とのコミュニケーション

・PMS（Planned Maintenance 

System）を利用した整備状況の把握

・予備品、その他船用品の手配
など
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船舶管理会社（船主）としての安全運航維持

安全運航維持のための取り組み３

2．安全管理

陸上・船上が連携して、着実に安全運航を維持する取り組みを続けています。
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船舶管理会社（船主）としての安全運航維持

安全運航維持のための取り組み３

3.乗組員配乗

雇用期間に基づいた人員交代計画を立案実行していく。
契約形態にもよるが、 3か月から10か月間乗船期間があり適切なタイミング、場所（港）での交代を実施。

＜船員教育＞
フィリピン、インド、オランダ、インドネシア、パナマのマンニング会社トレーニングセンターを設け船員教育を実施
日本にも商船三井船員教育訓練用にトレーニング施設を有する。
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船主としての安全運航維持

安全運航維持のための取り組み３

Safety Conference

フィリピン インド 東京
クロアチア インドネシアにおいて
毎年開催

https://www.mol.co.jp/info/article/2025/0521.html
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運航者としての安全運航維持

安全運航維持のための取り組み３

Safety Campaign

乗船中の乗組員との対話

2025年はオンラインを含め
195隻に対して実施
参加人数約3900名

https://www.mol.co.jp/info/article/2025/1218b.html
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運航者としての安全運航維持

安全運航維持のための取り組み３

鹿島海岸清掃

2006年に発生した鹿島沖でのGiant Step号座礁沈没事
故の記憶と教訓の風化防止として毎年10月実施
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運航者としての安全運航維持

安全運航維持のための取り組み３

SOSC ( Safety Operation Support Center）

ヒト +AI（現在進めている取り組み）
「Never Leave the Captain Alone」 をスローガンに

24時間365日「船長」による運航サポートを実施
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まとめ
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まとめ4

船主・船舶管理会社としての安全管理１

運航者としての安全運航の実践2

総合海運会社としての取り組み3
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